
令和６年度 やまがた社会貢献基金助成事業 活動報告書 

団体名 飯豊町 中津川の森人会 

事業名 飯豊町 木の作り手プロジェクト 

助成事業区分 
協働助成事業（テーマ希望型）【テーマ：（株）東北シーアイシー研究所 40

周年芸術等を通したまちづくり活動】 

団体の 

所在市町村 
飯豊町 

事業費 497,354 円 

うち助成金額 450,000 円 

事業実施期間 令和 6年 6月 13 日～令和 7年 2月 28 日まで 

 

 
事
業
目
的
・
実
施
内
容 

（事業目的）過疎化と高齢化が進行する、飯豊町の山間部・中津川地区。しかしながら、その豊
かな自然資源やそこに根付く人々の文化は健在で、訪れた人を惹きつける。この素晴らしいもの
に気づき、その恩恵を様々な主体が享受できるよう、本事業では、この地区に広がる広葉樹の森
の資源を活用した、芸術家の滞在制作（アーティスト・イン・レジデンス）を行った。その滞在の成果
は、展覧会によって発表され流とともに、芸術家のスキルを生かした催事を開催することで、クリエ
イティブな知見を共有する場を設けた。本プログラムを通して、芸術家は異なる文化に触れること
で自身の制作を活性化させた一方で、住民を中心とする参加者もまた、新鮮な視点から地域の資
源や文化を見つめ直す機会となったであろう。本事業を通じて、森林や自然と自身の関わりをも再
考する機会を創出したと考えている。 

 

（実施内容）1.「木から樹々、そして森へ」（作家滞在期間：10月18日（金）〜27日（日）計10日） 
＊広葉樹の枝ペン制作ワークショップ「木から樹々、そして森へ」  

10月26日（土） 参加者31名（うち29名は飯豊町立手ノ子小学校児童15名及職員14名） 

＊発表会 10月27日（日）現地参加4名オンライン4名、山形新聞社取材・掲載あり  

＊展覧会 10月27日（日）-11月10日（日）参加者数不明（秋行楽シーズンで客多し） 

画家の大窪美咲さんが10日間飯豊町中津川地区に滞在。その間、地元の宿や農家民宿に宿泊

しながら中津川地区公民館で作品を制作。また広葉樹の枝でペンを制作して描くワークショップ

等を開催。期間中はSNSでの発信回数増加による認知度向上に努め、終了後は24頁の記録集

を30部作成し、関係者に送付した。 

2.「いま、ある森の中で」（滞在期間：1月11日〜13日、2月20日〜28日 計12日） 

＊画用木炭作成と木炭画制作ワークショップ「いま、ある森の中で」 

  2月22日（土）参加者21名、見学10名、取材あり（山形放送、NHK米沢支局、読売新聞） 

＊発表会 2月28日（金）現地参加14名オンライン7名 ＊展覧会 同日 12:00-17:00 

木炭画家の伊藤大悟さんが12日間飯豊町中津川地区に滞在。この間、地元の宿や農家民宿に

宿泊しつつ中津川地区公民館で作品を制作。また住民から提供してもらったヤナギで画用木炭

を作成、これを用いて風景等を描くワークショップ等を開催した。期間中はSNSでの発信回数増

加と、新設したウェブサイトでの発信によって認知度向上に尽力した。 

 
 

     

写真①の様子 写真②の様子 



事
業
の
成
果 

1. 作家が普段とは異なるアプローチ（画材を作ることから制作を始める）で、作品を制作するととも

に、素材面等で地元林業関係者や登山関係者との結びつきを強化することができた。 

2. 小学生を中心とした地元住民らが、ワークショップを通じて、地域の資源や環境、文化を見な

おすという教育的な効果があった（のべ 52 名参加・写真①②）。 

3. 芸術家の滞在（地元での宿泊のべ 20泊分＋飲食等）と域外からの参加者による経済効果を

上げることができた。 

4. 公益性の高い「道の駅いいで」での発表会には、のべ 29 名が参加。期間中の展示観覧者数

は計測不可だがこれ以上が参加したという点で、新たな関係人口創出とともに、かつてこの地

区に住んでいた方の関心をも醸成した（写真③④⑤）。 

5. 新規に構築したウェブサイトを通じ、情報発信とリピーターの育成に効果を発揮した。 

https://northern-jumbo-192.notion.site/183d5c0a11f2802c8ed7fed9138dc887 

 

今
後
の
展
望 

従来はSNSだけだった情報発信源を、今回ウェブサイトに拡大することができた。これを活用し

て知名度向上に努めるとともに、ワークショップの規模・参加者数を拡大して、地域の方々と来訪

者に対して教育的効果の高いプログラムを作っていきたい。 

また今回は小規模だった森林事業者と参加者の交流を、規模を拡大して実施していくととも

に、画材としての木の販売等によって収入を増加させたい。これにより、地域に根差した事業に

育てていきたいと考えている。 

 

 

  
 

 
 

 

 

団体概要 
団体名 飯豊町 中津川の森人会 

代表者 加藤 雅史 

URL  https://northern-jumbo-

192.notion.site/183d5c0a11f2802c8ed7fed913

8dc887 

 

Instagram @iide_wood_studio 
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写真⑤の様子 

https://northern-jumbo-192.notion.site/183d5c0a11f2802c8ed7fed9138dc887
https://northern-jumbo-192.notion.site/183d5c0a11f2802c8ed7fed9138dc887
https://northern-jumbo-192.notion.site/183d5c0a11f2802c8ed7fed9138dc887
https://northern-jumbo-192.notion.site/183d5c0a11f2802c8ed7fed9138dc887


事業の名称

団体名

１ 収入の部 （単位：円）

区分 精算額 内容

 県補助金 450,000 令和６年度山形県NPO活動促進補助金

 当該事業による収入 27,500

 その他収入 893 ポイント

 自己資金 18,961

合計 497,354

２　支出の部 （単位：円）

区分 精算額 内容

謝金 95,000 講師・展示補助・会場撮影謝礼

旅費 238,170 滞在制作者の交通費及び宿泊費

印刷製本費 12,345 チラシ、ポスター、冊子印刷費

消耗品・材料購入費 111,039 作品制作材料及びワークショップ材料購入費

通信運搬費 4,270 作品配送費等

保険料 3,330 ワークショップ保険料

使用料 13,200 公民館(制作場所)使用料

人件費 20,000

（委託費）

（備品購入費）

（修繕費）

合計 497,354

令和６年度山形県ＮＰＯ活動促進補助事業

収支精算書

飯豊町 中津川の森人会

飯豊町 木の作り手プロジェクト


